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習志野市教育委員会会議録  

（令和２年第５回定例会） 

 
１ 期   日       令和２年５月２７日（水）  

市庁舎３階大会議室  

              開会時刻     午後１時３０分  

              閉会時刻     午後２時３５分  

 

２ 出席委員      教 育 長        小 熊    隆 

委      員        古 本  敬 明 

委      員        赤 澤  智津子 

     委    員           高 橋  浩 之 

委    員           馬 場  祐 美 

 

３ 出席職員     学校教育部長          天 田  正 弘 

           生涯学習部長          塚 本  將 明 

学校教育部参事         小 平    修 

学校教育部技監         遠 藤  良 宣 

生涯学習部次長         村 山  典 久 

学校教育部副参事        芹 澤  佐知子 

学校教育部副技監        江 口  浩 雄 

学校教育部・生涯学習部副技監  塩 川    潔 

教育総務課長          中 野    充 

学校教育課長          野 村  健 一 

指導課長            杉 山  健 一 

学校給食センター所長      大河内  俊 彦 

総合教育センター所長      笹 生  康 世 

社会教育課長          藤 原  友 哉 

生涯スポーツ課長        三 橋    智 

青少年センター所長       加 藤    努 

中央公民館長          河 栗  太 一 

中央図書館長          岡 野  重 吾 

学校教育部主幹         利根川    賢 

学校教育部主幹         忍    貴 弘 

学校教育部主幹         佐久間  心 之 

学校教育部主幹         大 塚  良 子 

学校教育部主幹         齊 藤  洋 介 

学校教育部主幹         篠 宮  淳 一 

学校教育部主幹         永 田  容 子 

学校教育部主幹         青 野  孝 幸 

学校教育部主幹         坂 口  修 史 

生涯学習部主幹         妹 川  智 子 

指導課主任指導主事       荻 原    洋 

指導課主任指導主事       小 林    徹 
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４ 議題 

 

第１ 前回会議録の承認 

 第２ 報告事項 

（１） 令和２年度教育費予算案（６月補正）について 

（２） 臨時代理の報告について 

（令和２年度教育費予算案（３号補正）について） 

（３） 新型コロナウイルス感染症への対応について 

（４） 習志野市入学準備金の融資のあっせん及び利子補給について 

（５） 令和２年度育英資金受給者の決定及び追加募集について 

（６） 令和２年度特別支援学級・通級指導教室の整備状況について 

（７） 令和２年度習志野市学校評議員の委嘱について 

（８） 実花公民館・袖ケ浦公民館・谷津公民館への指定管理者制度導入について 

（９） 大久保東小学校放課後子供教室について 

 第３ 議決事項  

議案第１８号 習志野市市民スポーツ指導員に関する規則の一部を改正する規則の制定

について 

議案第１９号 習志野市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案第２０号 習志野市社会教育委員の委嘱について 

 第４ 協議事項 

協議第１号 次回教育委員会定例会の期日について 

第５ その他 

 

 

５ 会議内容 

 

小熊教育長が 

令和２年習志野市教育委員会第５回定例会の開会を宣言 

 

小熊教育長が 

本会議の審議を傍聴したい旨の申し出が５名からあり、傍聴券を交付した旨を報告した。 

また、習志野市教育委員会傍聴人規則に定めのある定員１０名を超える今後の傍聴の申し出

について、受け入れが可能な範囲で受け入れることについて諮り、全員異議なく提案どおり決定

された。 

 

小熊教育長が 

「習志野市社会教育委員の委嘱について」を議事に追加することについて諮り、全員異議なく提

案どおり決定された。 

 

小熊教育長が 

会議規則第１３条の規定により、報告事項（１）、報告事項（２）及び報告事項（７）並びに議案第

１９号及び議案第２０号を非公開とすることについて諮り、全員異議なく非公開と決定された。 

 

小熊教育長が 

非公開部分の会議録について、報告事項（１）及び報告事項（２）は、議案が市長から市議会へ
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提案された後に、公開することについて諮り、全員異議なく提案どおり決定された。 

 

小熊教育長が 

本日の日程について、非公開の議題を公開の議題の後に審議することについて諮り、全員異議

なく提案どおり決定された。 

 

小熊教育長が 

本日の会議について、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会議時間を短縮するた

め、報告事項については説明を省略し、質疑応答のみを行うことについて諮り、全員異議なく提案

どおり決定された。 

 

小熊教育長が 

令和２年第４回定例会の会議録について承認を求め、承認された。 

 

 

報告事項（３） 新型コロナウイルス感染症への対応について           （教育総務課） 

 

中野教育総務課長 

報告事項（３）「新型コロナウイルス感染症への対応について」、説明する。 

資料は３部構成になっている。資料１ページ目は学校教育部の対応が記載されており、詳細に

ついては後程担当から説明する。資料３ページ目からは生涯学習部の対応として、生涯学習部所

管施設の対応が記載されており、詳細は資料記載のとおりである。また、資料６ページ目に記載

のとおり、青少年センターの補導・パトロール等の強化を行っていく。資料７ページ目からはこども

部の対応として、幼稚園における保育の開始について記載している。また、参考として、児童が関

わる部分で放課後児童会の対応についても記載している。 

資料１ページ目からの学校教育部の対応について、担当の指導課より説明をさせていただく、と

概要を説明 

 

杉山指導課長 

報告事項（３）「新型コロナウイルス感染症への対応について」、説明する。 

５月７日以降の対応についてだが、緊急事態宣言が延長されたことに伴い、５月末までを臨時

休業とした。大型連休明けである５月７日、８日の教育活動についてだが、この２日間で４月の課

題の回収や、５月１１日からの個別の学習支援の準備や保護者等への周知を行った。５月１１日

からは市内全小中学校で個別の学習支援を実施している。主な内容としては、心のケアも含めた

健康観察や、個別相談、課題の回収とともに、その課題についての質疑応答を個々に受けること

で、子どもと対面した支援及びその機会に次回の課題配付を行った。 

個別に対応する時間を５分から１０分程度確保することを目的に、５月１１日から１５日、１８日か

ら２２日に週１回程度の登校を行った。また、５月２５日から２９日にかけては、６月１日からの分散

登校による授業の再開に向けて、各学校において個別の学習支援に要する時間や、一度に集め

る人数の検討を進めている。 

なお、この間、総合教育センターにおいては、家庭学習の支援や、学校の学習の参考とするた

め、学校応援サイトを４月から立ち上げている。学習支援動画は１０３本挙げており、指導主事や

各学校の教員の協力を得ながら作成を進めてきた。 

６月１日からの教育活動についてだが、６月１日から６月１２日までの２週間は学級を１年１組Ａ、

１年１組Ｂというように前半後半に分けて分散登校を行い、教育課程上は２週間で１週間分の授
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業ができるよう、各学校で準備を進めている。また、簡易的な給食の提供も行う。６月１５日からは

平常に登校し、給食を開始することを考えている。 

今後の授業時数の確保についてだが、４月から２ヶ月分スタートが遅れていることを受け、夏季

休業は８月１日から８月１６日までとし、授業時数を確保していく。また、６月１５日は例年だと「県

民の日」のため児童生徒は休みとしているが、今年については学校再開に向けた大きな節目とな

ることから、６月１５日は授業日とする。また、９月、１０月、１１月の隔週土曜日の午前中を活用し、

授業時数の確保を行う。また、２学期は１２月２３日までを予定しているが、小学校６年生と中学校

３年生には年度内に確実に指導内容を実施するため、小学校６年生と中学校３年生のみ１２月２

４日を授業日とすることを計画している。 

次に、児童生徒の居場所の確保として、４月１４日から継続してきているが、緊急事態宣言延長

後も自宅待機が困難な児童生徒の受け入れを行ってきた。小学校全体では毎日２００人前後の

利用があった。 

習志野高校では、５月７日、８日を４月の課題提出日とした。５月１１日からは、学習支援システ

ムの実施として、全校生徒が登録したメールの運用を始めた。５月２５日から２９日は学年ごとに

週１回の分散登校を実施し、６月１日から６月１６日は前後半に分けた分散登校を実施する。６月

１７日からの平常登校に向けた準備を進めている。また、習志野高校では７月３１日まで１学期の

授業を行うこととしている、と概要を説明 

 

古本委員 

部活動についてはどのように考えているのか、と質問 

 

杉山指導課長 

部活動については国からも通知が出ているところであり、その後の状況にもよるが、市内小中学

校については６月１５日から密や活動に留意した上で活動再開をする計画である。 

また、習志野高校については、高校生という発達段階も鑑み、完全に再開するわけではないが、

感染拡大防止策等の対応を取った上で６月１日から再開することを考えている、と回答 

 

古本委員 

部活動を再開するに当たり、細心の注意をはらって児童生徒の安全を守りながら再開しなくては

いけないと思うが、これから暑くなってきた時に、マスクの対応などの熱対策をどうするのかを検

討する必要があると思う。また、昨年からエアコンを普通教室に導入したが、エアコンをつけるだ

けではもちろん換気にはならないので、窓を開けなくてはいけないが、室温も守っていかなくては

いけないと思う。手探りになるとは思うが、注意をしていただき、児童生徒の安全を守ることを考え

ながら進めていただきたい、と発言 

 

杉山指導課長 

学校や部活動の顧問とよく連絡を取り、相談しながら安全に留意して進めていきたいと思う、と

回答 

 

馬場委員 

学校の行事について、様々な行事が中止になると思うが、中止になった行事の代替えや、行事

をどのように進めていくのかというような計画等はあるのか、と質問 

 

杉山指導課長 

先ほど説明したとおり、土曜日や夏休みに授業を行うことにより、授業時数の確保をしている。
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そのような中、学校行事は小中学生問わず人間関係を構築する上で非常に大切なものであると

認識している。限られた時間の中で、できる行事、やらなくてはいけない行事を学校に洗い出して

いただきながら、時間を確保している。しかしながら、大きな移動を伴う行事や、宿泊を伴う行事に

ついては、子どもの安全確保や学習時間の確保の観点から、一定のところで結論付けていかなく

てはならない部分であり、現在学校と検討をしているところである。学校行事ができる方法を模索

しているが、どうしてもできない場合は丁寧に説明していく、と回答 

 

馬場委員 

今ほどの説明にもあったが、学校行事は子どもの人間関係の形成において非常に重要だと思う。

行事がなくなることで子どもたちが落胆することもあると思う。学校行事ができなかった場合のフォ

ローをしっかりしていただきたい、と要望 

 

杉山指導課長 

いろいろなことを想定し、子どもたちの心に寄り添いながら丁寧な対応を進めていきたいと思う、

と回答 

 

赤澤委員 

５月７日以降の対応について説明していただいたが、２週間程度たった今の時点で、何か見出さ

れたことや得られた意見はあるのか。もしあるのであれば、途中経過になるとは思うが教えていた

だきたい、と質問 

 

杉山指導課長 

人数には差があるが、５月１１日から教室内で担任や教科担任と対面した形で、コミュニケーショ

ンを通した学習活動や相談を行ってきた。その中で、今回の対応に対する保護者の理解が得られ

たことや、低学年の子と保護者が一緒に登校してくれたといったことがあった。手探りで様々な対

応を取ってきたが、感情面で、なんとか皆で学校を再開させていこうという温かい心を感じることが

できた。我々も学校の様子を見に行っているが、教室の大きさや人数もまちまちの中で、子どもた

ちが来た時に、できる限り今言われている「新しい生活様式」に見合った資料や掲示物を用意して

いる学校もある。６月１日からの学校再開に向けて対応を進めているが、再開された後も見直しを

しながら運営していかなくてはいけないと考えている。具体的な部分の整理はまだできていない、

と回答 

 

赤澤委員 

見直しをしながら進めていくことになるとのことだが、全体の報告がまとまったら、その時にまた

聞かせていただきたい、と発言 

 

古本委員 

教職員について、今までも様々な対応や準備があって大変だったと思うが、学校が再開されると

教職員の負担が相当増えるのではないかと思う。それに対するアフターケアやフォロー、相談体

制はどのようになっているのか、と質問 

 

野村学校教育課長 

校長会と教育委員会で連携を取り、各学校の校長の声を聞きながら丁寧に対応していきたいと

思っている、と回答 
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古本委員 

先が見えない状況で負担も大きいと思う。今の時点で準備していたもので対応ができないことも

あるかと思う。肉体的・精神的な負担が増えたことによって先生方も悩んでいることや、疲弊して

いる部分が出てくると思う。そのような時に一つ一つを見逃さず、先生方の精神的な健康管理も

含めてフォローを続けていただき、より良い教育を早く取り戻せるよう、頑張っていただきたい、と

発言 

 

馬場委員 

６月１日からの分散登校の中で簡易的な給食とあるが、これは持ち帰って食べるのか、それとも

学校で食べるのか、と質問 

 

野村学校教育課長 

給食については、６月中に３段階の提供を考えている。６月１日から１２日の２週間は分散登校

の期間であり、午前組と午後組に分けて授業が行われる。可能であれば午前組も午後組も学校

で給食を食べさせたかったが、間に消毒の時間を取らなければならない。また、限られた時間の

中で給食を提供しなくてはいけないことから、午前組は給食を持ち帰り、午後組は登校時の健康

観察後、学校で食べるという対応を考えている。６月１５日から２６日までは、通常の給食再開を

目指す中で、例えば、カレーを出したりして品数を減らし、給食当番等の三密を防ぐように取り組

み、６月２９日から通常の給食再開を目指している、と回答 

 

馬場委員 

品数を減らすとのことだが、栄養面の心配はないのか、と質問 

 

野村学校教育課長 

６月１日から１２日については、簡易的な給食になるので、実際には栄養は足りていない部分も

ある。この点について、午前組は持ち帰って自宅で不足分を補給し、午後組は提供される簡易的

な給食を鑑みたうえで自宅での昼食を終え、登校してくることを考えている。６月１５日以降につい

ては、品数を減らした中でも栄養価に関しては十分に足りるもので対応していきたい、と回答 

 

小熊教育長が他に質疑なしと認め、報告事項（３）は終了した。 

 

 

報告事項（４） 習志野市入学準備金の融資のあっせん及び利子補給について（学校教育課） 

  

高橋委員 

昨年、この件について古本委員より「事務手続き等、様々な労力に見合わないのではないか。」

との指摘があり、制度設計を含めて検討することになったと記憶している。繰り返しになるかもし

れないが、結果として動く予算は全体で１０数万円であり、労力に見合っていないのではないかと

思う。また、銀行が融資を認めないケースも多く、困っている人ほど認められていないのではない

かと思う。近年は若い人の借金が問題になっており、この融資についても利子補給があるとは言

え借金であり、将来的に大学生の頃や就職して社会人になった後にも若い頃から苦しむことにな

ると思う。何か検討が行われているのであれば教えていただきたい、と質問 

 

野村学校教育課長 

「経営改革推進委員会」が行われており、９割近くの委員から「継続」との意見をいただいている。
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残りの委員からは、上限の設定等の検討、必要性について意見をいただいている。委員御指摘

のとおり、市への申請後、銀行の審査を通るのが難しい現状については、教育委員会としても認

識している。国の教育ローンの利子補給や、利用拡大のＰＲ等について、今年度も引き続き他市

の状況などを調査する中で、取り組み内容については検討を継続している。市の予算の中で、支

給型での新たな取り組みは現在のところ難しいと考えている。金額の拡充を含めて、内容につい

て検討していきたいと思っている、と回答 

 

高橋委員 

経営改革推進委員会において継続すべきとした委員が９割だったとのことだが、どのような方々

でどのような議論がされて継続すべきとの意見になったのか教えていただきたい。また、支給型

は難しいとのことだったが、この利子補給と、次の育英資金の報告事項もそうだが、予算を使い切

っていない状況である。子どもの将来のために市として支援をしようとしているのに、予算を使い

切っていないのはおかしなことだと思うが、いかがか、と質問 

 

野村学校教育課長 

１点目に、経営改革推進委員会の委員についてだが、各部の次長が委員になっており、委員長

は副市長となっている。２点目については、委員御指摘の通りであり、教育委員会としても予算を

有効活用するよう取り組んでいるが、次の議題である育英資金についても、予算額に至っていな

い状況である。今後、様々なことを含めて学校教育課内でさらに検討をし、全ての予算を使って対

応ができるよう、進めていきたいと考えている、と回答 

 

馬場委員 

融資を受けることができなかった方はどうなってしまうのか。令和元年度は１２人から申請があり、

融資を受けられたのは６人とのことだが、不決定となった６人はどのようになるのか、と質問 

 

野村学校教育課長 

教育委員会に申請をしてもらい、教育委員会内で審査をしたうえで銀行の審査を受けることにな

るが、銀行の審査が通らなかった方については、入学準備金の融資を受けられないことになる、

と回答 

 

馬場委員 

そのような方を救い上げなくてはいけないのではないのかと思う。例えば、習志野市の入学準備

金の融資は受けることができなかった方が、民間の育英資金等に申し込んだとしても、市の制度

で融資を受けることができなかった方は、民間の制度でも融資を受けることができないのではない

かと思う。本当に困っている方だと思うので、そういった方の救い上げが必要だと思うが、いかが

か、と質問 

 

野村学校教育課長 

銀行の審査が厳しいという現状がある。国の教育ローンや、県の奨学金貸付制度の利子補給

など、他市の状況も見ながら、多くの人に利用していただけるように検討していきたいと思う、と回

答 

 

小熊教育長 

委員から御指摘をいただいている通り、課題のある制度だと思う。制度設計の検討も含めて取り

組んで行かなくてはいけない課題だと捉えている。今年度の一つの課題として、今後検討していき
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たいと思う、と発言 

 

小熊教育長が他に質疑なしと認め、報告事項（４）は終了した。 

 

 

報告事項（５） 令和２年度育英資金受給者の決定及び追加募集について   （学校教育課） 

 

赤澤委員 

先ほどの入学準備金の融資あっせんに係る報告事項と同じような状況で、今後見直し等を検討

していくと思うが、現状の数値を見ると、お金を返済しなくていい制度なのに、追加募集をかけるこ

とになるほど申請がないというのは、何か問題があるのではないかと思う。検討をしていくために

は、なぜこのような状況になっているのか原因を探ることになると思う。昨年も予算が残っていたと

思うが、お金を返済しなくていい制度なのに、申請がない原因について、どの様な認識をしている

のか教えていただきたい、と質問 

 

野村学校教育課長 

今年度の育英資金の受給者は１２人、昨年度は１９人であり、どちらも予算に満たなかった。今

年度については、新型コロナウイルスの関係で、申請が行えないという問い合わせもあった。その

ため、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、６月２６日まで追加募集を行って対応して

いる。その他、中学校から３月の卒業前に推薦があったにも関わらず、申請していない生徒もいた

ことから、学校教育課から声をかけ、今後４人申請予定となっている。昨年度も委員から御意見を

いただいた、選考基準の「学業成績優良」について、評定平均値を３．８以上としている。長年育

英資金の制度を行う中で、評定平均値の基準については上下しており、様々な問題点を受けて

変更していると考えている。本市としては、人材育成や保護者の負担軽減が一番大きな目的にな

る。高校１年生は中学３年生の頃の成績が基準になるが、高校入学後の成績との整合性も研究

していかなくてはならないと考えている。評定平均値や、様々な基準について、過去の経緯も含め

て研究していく、と回答 

 

赤澤委員 

もともとの主旨や方針があっての取り組みだと思うので、それらに照らして、意義のあるものにし

ていただきたい、と発言 

 

古本委員 

育英資金の支給に係る予算額はいくらになるのか、と質問 

 

野村学校教育課長 

月額９千９００円の１２ヶ月分を２０人分予算として確保している、と回答 

 

古本委員 

市民の税金である予算を有効に使い、無駄遣いしないという観点で言えば、予算が余るのであ

れば予算額を減らせばいいと思う。反対に、能力もあり、学習をしたい意欲があるにも関わらず、

金銭的に恵まれない子どもに支給するのであれば、余っている予算の分支給額を増やせばいい

と思う。申請が少ないという点については、やはり申請する側の努力や労力に対する見返りが少

ないからで、見返りが多いのであれば、もちろん申請は増えると思う。月額９千９００円を支給され

ても、それに対する労力が見合っていないと思って申請がないのであれば、実情に合わせて支給



- 9 - 

額を増やせばいいし、必要ないことなのであれば予算額を減らせばいいと思う。その辺りも含めて

今一度深く考えていただいた方が良いと思う、と発言 

 

野村学校教育課長 

今ほどいただいた御意見も参考にしながら、検討していく、と回答 

 

小熊教育長が他に質疑なしと認め、報告事項（５）は終了した。 

 

 

報告事項（６） 令和２年度特別支援学級・通級指導教室の整備状況について     （指導課） 

 

小熊教育長が質疑なしと認め、報告事項（６）は終了した。 

 

 

報告事項（８） 実花公民館・袖ケ浦公民館・谷津公民館への指定管理者制度導入について 

（中央公民館） 

 

小熊教育長が質疑なしと認め、報告事項（８）は終了した。 

 

 

報告事項（９） 大久保東小学校放課後子供教室について              （社会教育課） 

 

藤原社会教育課長 

報告事項（９）「大久保東小学校放課後子供教室について」、説明する。 

本報告は、大久保東小学校放課後子供教室について、令和２年習志野市教育委員会第４回定

例会後の状況を報告するものである。 

大久保東小学校放課後子供教室については、委託先の事業者も決まり、現在、開設に向けて

準備を進めているところである。そのような中、保護者の皆様に事業の内容を御案内するため、

資料１ページ目のとおり、概要をまとめたチラシを５月７日、８日に学校の協力を得て全保護者に

配布した。資料の作成にあたっては、第４回定例会において、各委員から御質問、御指摘いただ

いた内容を踏まえて作成し、裏面には放課後子供教室と放課後児童会との違いを記載した。 

資料３ページ目を御覧いただきたい。チラシと合わせて、放課後子供教室の開設判断の参考や、

利用希望の確認、保護者の皆様から御意見、御質問をいただくことを目的に、アンケートを配布し、

５月１４日、１５日の登校日に回収をした。 

資料４ページ目を御覧いただきたい。アンケートの結果をまとめている。大久保東小学校の全児

童４３９名中、３８５名から回答をいただいた。回収率は８７．７％であり、この事業に対する関心が

非常に高いものと受け止めている。調査内容として、問１は、学年に関する問いになっているが、

概ね小学１年生から６年生まで全学年から回答をいただいている。問２は、放課後子供教室の利

用希望に関する問いだが、利用を希望する児童は、回答のあった３８５名の内２８０名であり、７２．

７％と多くの児童が利用を希望している状況になっている。問３は、利用したい曜日等に関する問

いだが、各曜日平均して同程度の利用希望がある。各曜日１００を超える利用希望があるが、全

児童がその日に必ず利用するわけではなく、３割から４割程度の児童が利用すると見ている。問４

は、利用を希望する時間帯に関する問いで、ほとんどの児童が午後５時までの利用を希望してい

る。この他、自由記載として９０件程度の御意見、御質問等をいただいている。概ね、放課後子供

教室を開設することに対して喜んでおり、「学校で遊べる場が作れる。」や、「公園まで行くのは遠
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いので、学校で遊べるのは良い。」といった好意的な意見をいただいている。一方で、「放課後児

童会に入っている子どもが放課後子供教室を併用することはできるのか。」、「長期の休みにはど

うなるのか。」、「放課後児童会との相違点について、説明会で詳しく聞きたい。」といった質問をい

ただいている。 

以上のアンケートの結果を受け、教育委員会としては、回収率が良く、非常に関心が高いという

点と、利用したいという意見が多いことから、当初の予定通り、７月１日から放課後子供教室を開

設したいと考えている。回収率や御意見、御質問から見ると、保護者は事業内容をほぼ御理解い

ただいているものと思われるが、６月１８日と２０日に分散しながら保護者への説明会を開催し、さ

らに丁寧に説明していきたいと思っている。その際に、今回のアンケートでいただいた御意見、御

質問に答えるような形でＱ＆Ａを作成し、対応しようと考えている。 

７月１日からの開設にあたっては、新型コロナウイルス感染症の感染防止という課題がある。当

初、大久保東小学校内の図書室のみを放課後子供教室の部屋として使用する予定であったが、

大久保東小学校と打ち合わせをした中で、１階にある余裕教室の学習室を２部屋借りて、分散し

て開設する。また、スタッフも当初３人だったところを４人に増やし、開設当初は社会教育課職員も

対応することで、安全を確保しながら、児童の安全を第一に放課後子供教室を開設していきたい

と考えている、と概要を説明 

 

高橋委員 

新しい取り組みになるので、ぜひとも成功させていただきたいと思う。利用人数について、前回

の教育委員会会議の中で、平日の利用人数は４０人程度を想定しているとの回答があったかと思

う。アンケート結果を受けて、利用人数の問題についてどのように考えているのか教えていただき

たい、と質問 

 

藤原社会教育課長 

前回の教育委員会会議の段階では、他市の利用状況から判断する中で、平日については３０

人から４０人の利用を想定していた。今回のアンケートの結果では、平日はどの曜日も１２０人程

度の利用希望があるが、この回答をいただいた全員が毎日来るわけではなく、多くて４割程度の

児童が利用すると考えており、約５０人の利用が想定され、当初の予定より１０人程度増えると考

えている。初めての試みでもあるので、保護者や児童が最初に試しに利用してみることもあると思

う。そういったことも踏まえて、教室の数を増やすことや、スタッフを増やして対応し、児童の安全を

第一に進めていきたいと考えている、と回答 

 

馬場委員 

資料２ページ目、放課後子供教室の開設日時の欄に、長期休みは午前８時から午後５時まで開

設する旨の記載があるが、その下段に夏季休業の期間は開設しないと記載されている。なぜ夏

休みは開設しないのか、と質問 

 

藤原社会教育課長 

この資料での夏季休業は夏休みのことではなく、８月１１日から１４日までの学校の教職員が休

みの期間のことを示しており、その間は開設しないことを記載している。ただいまの御指摘を参考

にさせていただき、説明会ではしっかりと説明したいと思う、と回答 

 

古本委員 

非常に楽しみな試みではあるが、やはり放課後子供教室と放課後児童会の違いがよくわからな

い。同じクラスの児童の中でも、放課後子供教室と放課後児童会の２つに分かれる。児童の間で
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も、なんで自分は放課後子供教室なのかと疑問を持つのではないかと思う。内容としては、放課

後児童会は保育で、放課後子供教室は居場所とあり、言葉としてはわかるが、現実的な違いがわ

からない。極端な話、午後５時までは全て放課後子供教室にして、午後５時から午後７時までを放

課後児童会とした方が、制度としてわかりやすいのではないかと思う。これから開設しようとしてい

る放課後子供教室に反対しているわけではなく、取り組みは良いものなのでぜひ進めていただき

たいが、放課後子供教室が開設した後には、放課後児童会の形も少し変えていった方がわかり

やすくなるのではないかと思うが、いかがか、と質問 

 

藤原社会教育課長 

委員から話のあった運営方法については、千葉市で実施されており、午後５時までは放課後子

供教室を一体的に行い、午後５時以降は放課後児童会としてお預かりをしている状況である。本

市としては、先行して放課後児童会が運営されており、そこで預かっている児童がいることから、

放課後子供教室と放課後児童会を分けながら運営していきたいと思っている。委員御指摘のとお

り、児童にとっては、午後５時までの間は居場所という意味では同じになる。午後５時までの間は、

放課後子供教室と放課後児童会で連携を取りながら運営をしていくことを考えている。放課後児

童会は保育としてお預かりをしている部分もあるので、放課後児童会の部分は維持しつつ、改善

できることは改善していきたいと考えている、と回答 

 

古本委員 

今回は大久保東小学校が市内で初めての開設になる。まずは運営をしてみて、運営をしていく

中で意見を聞き、この運営形態に固執せず、今後、新たに放課後子供教室が増えていく中で、そ

の都度より良い運営方法を考えていただきたいと思う、と要望 

 

小熊教育長が他に質疑なしと認め、報告事項（９）は終了した。 

 

 

議案第１８号 習志野市市民スポーツ指導員に関する規則の一部を改正する規則の制定につ

いて                                              （生涯スポーツ課） 

 

三橋生涯スポーツ課長 

議案第１８号「習志野市市民スポーツ指導員に関する規則の一部を改正する規則の制定につ

いて」、説明する。 

本市では、昭和５４年より、スポーツを通じたコミュニティ作りと、社会体育の専門的知識を持っ

た指導者の育成を目的に「習志野市市民スポーツ指導員」を本市独自の制度として制定し、委嘱

をしている。この市民スポーツ指導員の委嘱には特別な資格を必要とはしていないが、社会体育

の専門的な知識を有することを必須とし、３年毎に実技や座学の講習を行い、育成を図っている。 

この度、委嘱の条件にあった「財団法人日本体育協会」が名称変更を行ったことから、これに合

わせて規則の改正を行うものである。また、委嘱条件の一つである「習志野市社会体育指導者養

成大学講座」だが、設立当初市内にあった順天堂大学で講座が行われていたが、佐倉市へ移転

したことに伴い、市内で講座を行うことが困難になったことから、現在は「習志野市市民スポーツ

指導員養成講座」へと名称を変更し、指導員の養成を行っていることから、併せて名称を変更し、

その他、文言整理を行うものである、と概要を説明 

 

小熊教育長が質疑なしと認め、採決の結果、議案第１８号は全員賛成で原案どおり可決され

た。 
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＜報告事項（１）、報告事項（２）及び報告事項（７）並びに 

議案第１９号及び議案第２０号については非公開。 

ただし、報告事項（１）及び報告事項（２）については、 

令和２年６月１日をもって市長から議会へ提案されたため、会議録を公開とする。＞ 

 

 

報告事項（１） 令和２年度教育費予算案（６月補正）について            （教育総務課） 

  

小熊教育長が質疑なしと認め、報告事項（１）は終了した。 

 

 

報告事項（２） 臨時代理の報告について 

（令和２年度教育費予算案（３号補正）について）                    （教育総務課） 

 

小熊教育長が質疑なしと認め、報告事項（２）は終了した。 

 

 

報告事項（７） 令和２年度習志野市学校評議員の委嘱について             （指導課） 

 

報告事項（７）は終了した。 

 

 

議案第１９号 習志野市公民館運営審議会委員の委嘱について          （中央公民館） 

 

河栗中央公民館長 

議案第１９号「習志野市公民館運営審議会委員の委嘱について」、概要を説明 

 

採決の結果、議案第１９号は原案どおり可決された。 

 

 

議案第２０号 習志野市社会教育委員の委嘱について                （社会教育課） 

 

藤原社会教育課長 

議案第２０号「習志野市社会教育委員の委嘱について」、概要を説明 

 

採決の結果、議案第２０号は原案どおり可決された。 

 

 

小熊教育長が 

令和２年習志野市教育委員会第５回定例会の閉会を宣言 

 

 

 


